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研  修      表 

 

成   日作成 

科目 教科 

研修時間 

到 目標 講義 内容 演習 実施方法 

実習実施内容 通信学習課 概要等 

通

学 

通

信 

実

習 

計 

4444    護 福祉サ ビ 理解護 福祉サ ビ 理解護 福祉サ ビ 理解護 福祉サ ビ 理解

療 連携 時間療 連携 時間療 連携 時間療 連携 時間                                 
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到 目標到 目標到 目標到 目標     

護 社会的ニ 対応す た 創設さ た公的

護保険制度や 害者総合支援制度 目的 サ ビ 利

用 流 各専門職 役割 責務 い そ 概要

イントを列挙  

修了時 評価 イント修了時 評価 イント修了時 評価 イント修了時 評価 イント     

 わ 国 高齢化 状況を認識し 社会的 背景や

護ニ 高 等 生活全体 支援 中 護保

険制度 位置 けを理解し 各サ ビ や地域支援

役割 い 列挙  

 護保険制度や 害者総合支援制度 概念 護保険

制度 源厚生 保険料 担 大枠 い 列挙

 

 ア ネ ント 意義 い 概説 代表的

サ ビ 種類 内容 利用 流 い 列挙

 

 高齢 害者 生活を支え た 基本的 考え方を

理解し 代表的 害者福祉サ ビ 権利擁護や成

見 制度 目的 内容 い 列挙  

 行 考え方 一定 要件 護福祉士等

行う 行 い 列挙  

指導 視指導 視指導 視指導 視     

 護保険制度 害者総合支援制度を担う一員 し

護保険制度 理念 対す 理解を徹底す  

 利用者 生活を中心 考え いう視 を共 し そ

生活を支援す た 護保険制度 害者総合支

援制度 そ 制度サ ビ 位置 けや 代表的サ

ビ 理解を促す     

1 護保険制度 
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内容内容内容内容     

1. 護保険制度創設 背景 目的 動向 

 要 護高齢者 護ニ 高  

 こ 高齢者保健福祉制度 

 護保険法 成立 目的 

 護保険導入前 制度 い 

 護保険導入 制度 定着状況 

 「006 －18 制度改 →施設給付 見直し 予防

重視型 テ 転換 地域密着型サ ビ 創設 

 「009 －「1 制度改  

 「01「 －「4 制度改 →地域包括 ア テ 推

進 療 護 連携強化等 護人 確保 サ

ビ 質 向 認知症対策 推進 

「. 護保険制度 組 基礎的理解 

 保険制度 し 基本的 組  

 利用者 担 

 サ ビ 利用 流  

 要 護者 要支援者 定義 

 要 護 支援 認定 手  

」. 護保険サ ビ 護給付 予防給付  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 1 療 連携 ハ

ビ テ ョン 
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1 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 サ ビ 種類 内容→居宅 護支援 居宅サ ビ

地域密着型サ ビ 施設サ ビ そ 種類 内容 

4 地域支援事業 市 特別給付 

 地域支援事業 

 市 特別給付 

5. 護保険制度 源 組織 団体 機能 役割 

 制度運営 役割 担→国 都 府 市 国保連 

 護保険事業計  

 護サ ビ 事業者 質 確保 事業者指定基準

護サ ビ 事業所 対す 指導及び監査 

 苦情 対応 

 情報公表 第 者評価 

6. 療保険制度 概要 

 日本 療保険制度 

 療保険制度 体系 

 保険診療 組  

 保険給付―現金給付 現物給付 

 高 療養費 

 高 療 高 護合算療養費 

 療費 自己 担 

 期高齢者 療制度 概要 

7 金保険制度 概要 

 日本 金保険制度 

 金保険 内容 給付 

8.高齢者 服薬 留意  

 護職員 服薬 助 

 薬剤 服用 観察 

 薬剤 副作用 

 多く 飲 い 薬 注意事  

 高齢者 対す 薬 

 高齢者 特 副作用 

 高齢者 服薬 注意事  

1. 経管栄養 吸引 吸入 浣腸  

 経管栄養 栄養管理 

 吸引 吸入 浣腸 

 摘便 ト 扱い 自己導尿 助 

 褥瘡 予防 処置 

 そ 処置→爪 口腔内 清潔 耳 保清 

やけ 傷 処置 

 施設 け 護 護 役割 連携 

「. 健康チェッ 必要 身体観察 視 観察技術 

 高齢者 身体 特徴 

 身体観察 技術 

 全身観察 着眼  

 体温 脈拍 血 呼吸 測定 観察 方法→ 

体温 測定法 脈拍 測定法 血 測定法 酸素飽

和度 ニタ パ オキ タ 装着 

 職種 連携 た 観察や ア 得た情報

提供 

」. 訪問 護 テ ョン 

 訪問 護を け  

 訪問 護 訪問 護 連携→ 宅 け 療養生活

支援 

 連携 効果的 支援方法 統一 

 観察力 記録 連絡 報告 

 



「 「 療 連携 ハ
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」 害者総合支援制度及びそ
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1. ハビ テ ョン 療 意義 役割 

 ハビ テ ョン 理念 

 ハビ テ ョン 療 流 →自立 ．（達 ハビ

テ ョン 生活 質 県４L:県綱ali下と of life  

日常生活動作 A）L A止下i網i下ie上 of 正ailと li網ing  

ハビ テ ョン 療 自立 療 護 連携 

「. ハビ テ ョン 療 過程 

 急性期 ハビ テ ョン→脳血管疾患 大腿骨頚部

骨折 不全頚髄損傷 

 回復期 ハビ テ ョン 

 維持期 ハビ テ ョン 

4. 訪問 通所 地域 ハビ テ ョン 

 訪問 ハビ テ ョン サ ビ  

 通所 ハビ テ ョン サ ビ  

 地域 ハビ テ ョン 

1. 制度創設 理念 背景 目的 

 害者基本法 け 害 

 身体 害者福祉法 け 定義 

 知的 害者 定義→療育手帳 交付 知的 害児

者 基礎調査 け 知的 害 定義 

 精神保健及び精神 害者福祉 関す 法 け

定義→保健福祉手帳 交付 

 発 害支援法 け 定義→発 害児 発見

専門機関 

「. 害者 児 福祉 背景 動向 

 終戦 国 害者 以前 

 国 害者 社会福祉基礎構造改革  

 支援費制度 害者自立支援法 発 害者支援法

制定 

 害者福祉 動  

」. 害者雇用 就労状況 

4. 害者サ ビ しく 基礎的理解 

 害者自立支援法 概要→対象 サ ビ 体系 支給

決定 相談支援 地域自立支援協議会 利用者 担

害福祉計 所得 保  

5. 個人 権利を守 制度 概要 

 消費者基本法 成立 経緯 概要 

 ン オフ 制度 

6. 害者虐待防 法 

 成立 経緯 概要 

7. 福祉サ ビ 第 者評価 

 成立経緯 目的 

 福祉サ ビ 第 者評価 利用 

8. 成 見制度 

 成立経緯 目的 

 成 見制度 利用 

9. 日常生活自立支援事業 

 成立 経緯 

 日常生活自立支援事業 権利擁護 

 事業目的 

 対象 利用者 護職 必要 視  

 守 利用者 権利 

 護職 求 職業倫理 役割 

 援助内容 福祉サ ビ 利用者 権利 

 護者 留意す  

 援助 プロ     



※記載内容 要 別紙 内容を 羅した す こ  

※講義 演習 一体的 実施す こ 科目 医6) 医11) び医15) 実技演習 実

技内容等を記載す こ  

※時間配 限 ０ 単位 す  

 

 

 

 


